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一般事項

1.御社名：

部署名： ご担当者：

ご連絡先住所：〒

TEL:　　 (　　　) FAX: (　　　)

2.購入先： 購入年月日：

購入先担当者： 連絡先(TEL): (　　　)

ハードウエアとネットワーク構成

1.ご使用のハードウエア機種（製品名）、シリアル番号、リビジョン

製品名： CentreCOM FS702TXR

S/N                                Rev    

2. お問い合わせ内容 □別紙あり □別紙なし

□設置中に起こっている障害 □設置後、運用中に起こっている障害

3. ネットワーク構成図 □別紙あり □別紙なし

簡単なもので結構ですからご記入をお願いします。

調査依頼書(CentreCOM FS702TXR)
年　　月　　日　

使用および取り扱い上の注意
本製品を安全に使用するために、以下の事項は必ず守ってください。
守られていない場合、感電や怪我、火災、故障の原因となります。

通気口をふさがないでください。
本装置の通気口をふさがないでください。
通気口をふさいだ状態で本装置を使用する
と、加熱などにより故障、火災の恐れがあ
ります。

取り扱いは丁寧に
落としたり、ぶつけたり、強いショックを
与えないでください。

動作温度
本装置は、周囲温度 0 ～40 ℃の範囲でご
使用下さい。特に、本装置をラックなどに
組み込んでご使用になる場合、換気には十
分ご注意ください。

異物を入れないでください。
通気口から金属や液体などの異物を入れな
いでください。本体内部に異物が入ると火
災、感電などの恐れがあります。

設置、ケーブル配線、移動は電源を抜い
て
本装置の設置や移動、ケーブル配線などを
行う場合は、必ず電源ケーブルを抜いた状
態で行ってください。

次のような場所での使用や保管はしない
でください。
・直射日光の当たる場所　
・暖房器具の近くなどの高温になる場所　
・急激な温度変化のある場所 (結露するよう
な場所)

・湿気の多い場所や、水などの液体がかか
る場所 (湿度80％以下の範囲でご使用く
ださい)

・振動の激しい場所　
・ほこりの多い場所や、ジュータンを敷い
た場所 (静電気障害の原因になります)　

・腐食性ガスの発生する場所

日常のお手入れ
本装置の汚れは、乾いたやわらかい布でふ
きとってください。ベンジン、シンナーな
どは使用しないでください。変形や変色の
原因になります。

ケースを外さないでください。
本装置の内部には高電圧の箇所が存在しま
す。感電の恐れがありますので、絶対に
ケースを外さないでください。ユーザーに
必要な部品は内包されていません。

稲妻危険
稲妻が発生しているとき、ケーブルの配線
などの作業を行わないでください。落雷に
より、感電する恐れがあります。

正しい電源を使ってください。
本装置は、AC100-240Vで動作します。ご
使用の前に必ずご確認ください。なお、本
装置に付属の電源ケーブルは100V用であ
り、他の電圧ではご使用になれません。

正しい電源ケーブルおよびコンセントを
使用してください。
本装置に電源を供給する場合には、必ず電
源電圧に適合した電源ケーブルをご使用く
ださい。日本国内などで100Vでご使用に
なる場合は、本装置に付属の 電源ケーブル
をご使用ください。電源ケーブルのプラグ
は、接地端子付きの3ピン電源コンセント
に接続してください。不適切な 電源ケーブ
ルや電源コンセントをご使用になった場合
にお客様が被った損害についてはいかなる
責任も負いかねます。

電源ケーブルは無理に折り曲げたり、引っ張っ
たり、ねじったりしないでください。また、圧
力がかかりコードがつぶれてしまうような箇所
に 電源ケーブルを敷設しないでください。

たこ足配線をしないでください。
テーブルタップをご使用になる場合、たこ
足配線をしないでください。たこ足配線は、
火災の原因になります。
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この度は、CentreCOM FS702TXR（以下FS702と略記し
ます）をお買い上げいただきまして誠にありがとうございま
す。このユーザーマニュアルをお読みになり、正しい設置
を行ってください。また、お読みになった後も、大切に保管
してください。

製品概要

FS702は、2つのポートを持つFast Ethernet (100Mbps)
スイッチです。2つのポートしか持たないという点でブリッ
ジと非常によく似ており、基本的な使い方もブリッジと変わ
りません（ネットワークトボロジーの適切な個所に導入する
だけで複雑な設定は不要です）。しかしながら、FS702はト
ラフィックの緩和を目的とする従来のブリッジ（10M）として
の使い方だけでなく、100BASE-TX LANと10BASE5/2/
-T LANの間の通信速度やメディアの変換器としても使用す
ることができます。以下に、FS702の特長を挙げます。

• Full Duplex/Half Duplex切り換え機能
• 100BASE-TX/10BASE-T切り換え機能
• CASCAD E スイッチによりカスケード接続が容易
（PORT1）
• 10BASE-2(BNC)、10BASE5(AUI)ポートを装備
• ストア＆フォワード・スイッチング方式
• ネットワークや機器の状態が一目でわかるLED表示機能
付き

• 冷却ファンを内蔵していないため無騒音
• 電源内蔵型

同梱品一覧

最初にFS702の梱包箱の中身を確認して、以下のものが
入っているかを確認してください。

• FS702本体
• 電源ケーブル（AC100V用、アース付き3ピン）
• 保証書
• お客様インフォメーション登録カード
• 本ユーザーマニュアル
• シリアル番号シール
• 製品仕様書（英文）

再梱包

FS702を移送する場合、工場出荷時と同じ梱包箱で再梱包

(4) 10/100BASE-TXポート
10Mbpsまたは100MbpsのUTPケーブルを接続する
ポートです。「10BASE-Tまたは100BASE-TXの切り換
え」、「Full DuplexまたはHalf Duplexの切り換え」は、前
面パネルのSPEEDおよびDUPLEX切り換えスイッチに
よって行います。

特に、PORT1の10/100BASE-TXポートは、CASCADE
スイッチを持っており、他のハブやスイッチとのカス
ケード接続が容易です。詳細は、後述の「設置・接続・設
定」をご参照ください。

(5) CASCADEスイッチ
10/100BASE-TXポート（PORT1）を他のハブやスイッ
チとのカスケード接続用ポートとして使用するか、通常
のポートとして使用するかを選択します。

(6) 電源コネクター
電源ケーブルを接続するためのコネクターです。電源ス
イッチはありません。電源ケーブルを接続すると、電源
がオンになります。

(7) MEDIAセレクトスイッチ
PORT1のメディアに応じたポートを選択するスイッチ
です。

(8) SPEED切り換えスイッチ
UTPポートの100BASE-TXまたは10BASE-Tを切り
替えるスイッチです。PORT1、PORT2ごとに設定でき
ます。PORT1でBNC、AUIが選択されている場合は、
PORT1のSPEED切り換えスイッチは無効となります。

(9) DUPLEX切り換えスイッチ
PORT1～2のDUPLEXモードを切り換えます。上側が
Half Duplex（半二重）、下側がFull Duplex（全二重）です。

LED表示
FS702TXR外観図

＜前面＞�図2

PWR（緑）
本体に電源が正常に供給されているとき点灯します。

ACT（緑）
本体全体のパケットの送受信が正常に行なわれている
ときに点滅します。

COL（橙）
該当ポートのセグメント上でコリジョンが発生してい
るときに点滅します（100BASE-TX/10BASE-Tで
は、Half Duplexモード時のみに点灯）。

LNK（緑）
該当ポートと接続機器とのリンクが確立し、相互に通
信が可能な状態にあるとき点灯します。

TX（緑）
該当ポートのパケットの送信が正常に行なわれている
ときに点滅します。

100（橙）
SPEED 切り換えスイッチが「100」のとき点灯し
ます。

10（緑）
SPEED切り換えスイッチが「10」のとき点灯します。

BNC/AUI（緑）
PORT1がBNCポートまたはAUIポートに設定され
ているときに点灯します。

設置するまえに

●設置場所

水平な安定した場所で、FS702の両側面にある通気口が異
物などによってふさがれないような適切な場所を確保して
ください。以下のような場所への設置は避けてください。ま
た、FS702は屋外ではご使用になれません。

• 直射日光のあたる場所、湿気の多い場所や水のかかる
場所

• 温度変化の急激な場所（暖房機、エアコン、加湿器、冷
蔵庫の近くなど）

• ほこりの多い場所
• 強い振動、腐食性ガスの発生する場所

●電源

電源電圧に合った適切な電
源ケーブルを使用してくだ
さい。日本国内などで100V
でご使用になる場合は、
FS702 に付属の AC 電源
ケーブル（アース線付き3ピ
ンコネクター）を使用し、3
ピンのAC電源コンセントに
接続してください。不適切な
電源ケーブルやコンセント
をご使用になると、アースが
取れず、本体の金属部分に触
れたとき感電する恐れがあ
りますのでご注意ください。

●ケーブル

装置間を接続するためのす
べてのケーブルが適切な長
さであることを確認してく
ださい。表1に各メディアの
最大ケーブル長を示します。

起動と停止

本体背面の電源コネクター
に付属の電源ケーブルを接
続し、電源ケーブルのプラグ
を電源コンセントに接続す
ると起動し、はずすと停止し

されることが望まれます。再梱包のために、FS702が納め
られていた梱包箱、緩衝材などは捨てずに保管しておいて
ください。

各部の名称と機能
FS702TXR外観図

＜前面＞�

＜背面＞�

(5) CASCADE スイッチ�

(4) 10/100BASE-TXポート�(2) TERMINATORスイッチ�

(3) AUIポート�

(6) 電源コネクタ�(1) BNCポート�

(9) DUPLEX 切り換えスイッチ�

(7) MEDIA セレクトスイッチ�(8) SPEED 切り換えスイッチ�

図1　CentreCOM FS702の外観図

図1をもとに各部の名称と働きを説明します。FS702は、
PORT1 と PORT2 のふたつのポートを持っています。
PORT1はBNC、AUI、10/100BASE-TX（UTP）から構成
された共用ポートであり、接続するメディアに合わせ、
MEDIAセレクトスイッチによってコネクターを選択するこ
とができます（3つのコネクターを同時に使用することはで
きません）。PORT2は、10/100BASE-TXポートのみで構
成されています。

(1) BNC（10BASE2）ポート
10BASE2のシンワイヤーケーブル（細径同軸ケーブル）
を接続するためのコネクターです。詳細は、後述の各
ポートの設定をご参照ください。

(2) TERMINATORスイッチ
BNCポートに内蔵された50Ωのターミネータ（終端抵
抗）のON/OFFを設定するスイッチです。TERMINATOR
スイッチは、10BASE2の配線形態に合わせて設定しま
す。

(3) AUI（10BASE5）ポート
トランシーバーケーブル（AUIケーブル）を接続するため
のコネクターです。詳細は、後述の各ポートの設定をご
参照ください。

ます。
FS702には電源スイッチがありません。電源ケーブルを接
続した時点で電源がONとなりますのでご注意ください。
また、電源コンセントに電源ケーブルを接続した状態で
FS702 側の電源ケーブルをはずさないようにしてくださ
い。感電事故などを引き起こす可能性があります。

設置・接続・設定

1 FS702をご希望の場所に設置してください。FS702の
電源はオフにしておいてください（FS702の電源プラグ
を電源コンセントから抜いておいてください）。

PORT1で選択するポートがBNCの場合は「2」に、AUI
の場合は「5」に、10/100BASE-TXの場合は「7」に進
んでください。

●BNC（10BASE2）

2 BNCポートにシンワイヤーケーブルのBNCコネクター
を接続します。シンワイヤーケーブルのBNC コネク
ターをFS702のBNCポートに差し込み、ギザギザの部
分を持って押しながら右に回すと、BNCコネクターは
ロックされ抜けなくなります。

3 前面パネルのMEDIAセレクトスイッチの左側を「BNC/
AUI」にし、右側を「BNC」に設定します（MEDIAセレク
トスイッチの左側を「BNC/AUI」に設定すると、SPEED
およびDUPLEX切り換えスイッチのPORT1に関する
設定は、スイッチ位置に無関係となり10（Mbps）、Half
に固定されます）。図4をご参照ください。

4 1 0 B A S E 2 の接続形態に合わせて背面パネルの
TERMINATORスイッチをONまたはOFFに設定しま
す。詳細は、後述の「TERMINATORスイッチの設定」を
ご参照ください。手順「12」に進んでください。

●AUI（10BASE5）

5 FS702のAUIポートにAUIケーブルのコネクターを差
し込み、AUIケーブルのスライドロックをスライドさせ
てロックしてください。同様にして、AUIケーブルのも
う一方の端をトランシーバーに接続してください。

AUI
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6 前面パネルのMEDIAセレクトスイッチの左側を「BNC/
AUI」にし、右側を「AUI」に設定します（MEDIAセレク
トスイッチの左側を「BNC/AUI」に設定すると、SPEED
およびDUPLEX切り換えスイッチのPORT1に関する
設定は、スイッチ位置に無関係となり10（Mbps）、Half
に固定されます）。図4をご参照ください。手順「12」に
進んでください。

●10/100BASE-TX（PORT1）

7 10/100BASE-TXポートにUTPケーブルを接続しま
す。UTPケーブルのプラグを10/100BASE-TXポート
に、カチッと音がするまで差し込み、UTPケーブルを軽
く引っ張ってみて抜けないことを確認してください。同

10とHalf�
に固定�
スイッチ位�
置に無関係�

無効�

無効�

Halfまたは�
Fullに設定�

Halfまたは�
Fullに設定�

ONまたはOFFに設定�

=HUBまたはX PCに設定�

BNC

PORT1で有効となるコネクター�

AUI

100BASE�
-TX

10BASE�
-T
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に固定�
スイッチ位�
置に無関係�

図4　PORT1の設定

Halfまたは�
Fullに設定�

PORT2

100BASE�
-TX

10BASE�
-T

Halfまたは�
Fullに設定�

図5　PORT2の設定

表1　最大ケーブル長

10BASE-T

ケーブルの種類� ケーブルの最長距離�

100mUTPケーブル�
（カテゴリー3/4/5）�
UTPケーブル�
（カテゴリー5）�
シンワイヤーケーブル�

（5mm径）�
イエローケーブル�
（12mm径）�

トランシーバ（AUI）�
ケーブル�

100m

185m

500m

50m

10BASE2

100BASE-TX

10BASE5�
（幹線）�
10BASE5�
（支線）�

表-ケーブル長

保証

製品に添付されている「製品保証書」の「製品保証規定」をお読みなり、
「お客さまインフォメーション登録カード」に必要事項を記入して、当社
「お客さまインフォメーション登録係」までご返送ください。「お客さま
インフォメーション登録カード」が返送されていない場合、修理や障害
発生時のサポートなどが受けられません。

● 保証の制限
本製品の使用または使用不能によって生じたいかなる損害（人の生命・身
体に対する被害、事業の中断、事業情報の損失またはその他の金銭的損
害を含み、またこれらに限定されない）については、弊社はその責を
いっさい負わないこととします。

ユーザーサポート

障害回避などのユーザーサポートは、右の「調査依頼書」をコピーした
ものに必要事項をご記入の上、下記の番号まで FAXしてください。で
きるだけ電話による直接の問い合わせは避けてください。FAXによって
詳細な情報を送付いただくほうが、電話による問い合わせよりも遥かに
早く問題を解決することができます。記入内容の詳細は、「調査依頼書
のご記入にあたって」をご覧ください。

Tel: 0120-860-772
月～金（祝・祭日を除く） 10:00-19:00
土（祝・祭日を除く） 10:00-17:00

Fax: 0120-860-662
年中無休 24 時間受け付け

調査依頼書のご記入にあたって

調査依頼書は、お客様のご使用環境で発生した様々な障害の原因を突き
止めるためにご記入いだだくものです。障害を解決するためにも以下の
点にそって、十分な情報をお知らせください。記入用紙で書き切れない
場合には、別途プリントアウトなどを添付してください。

●使用しているハードウエアについて

• 製品名、製品のシリアル番号(S/N)、製品リビジョンコード(Rev)を調
査依頼書に記入してください。製品のシリアル番号、製品リビジョン
コードは、製品の底面に貼付されているバーコードシールに記入され
ています。
(例)

S/N  000770000002346  Rev  AA

●お問い合わせ内容について

• どのような症状が発生するのか、またそれはどのような状況で発生す
るのかを出来る限り具体的に（再現できるように）記入してください。

• エラーメッセージやエラーコードが表示される場合には、表示される
メッセージ内容のプリントアウトなどを添付してください。

●ネットワーク構成について

• ネットワークとの接続状況や、使用されているネットワーク機器がわ
かる簡単な図を添付してください。

• 他社の製品をご使用の場合は、メーカー名、機種名、バージョンなど
をご記入ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

おことわり

• 本書は、アライドテレシス株式会社が作成したもので、全ての権利を
弊社が保有しています。弊社に無断で本書の一部または全部をコピー
することを禁じます。

• 予告なく本書の一部または全体を修正、変更することがありますがご
了承ください。
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様にして、UTPケーブルのもう一方の端のプラグを対
向装置に接続してください。

100BASE-TXの場合、UTPケーブル（ストレート
タイプ）は「カテゴリー5」のものをご使用くださ
い。10BASE-Tの場合、「カテゴリー3」以上のも
のを使用してください（後に100BASE-TX に
アップグレードするときに発生する余分な経費や
トラブルを避けるために、カテゴリー5のUTP
ケーブルを使用することをお勧めします）。

8 前面パネルのMEDIAセレクトスイッチの左側を「10/
100TX」に設定します（MEDIAセレクトスイッチの左側
を「10/100TX」に設定すると、このスイッチの右側は
無効となります）。図4をご参照ください。

9 通信速度を設定します。対向装置が10BASE-Tの場合
は、SPEED 切り換えスイッチの左側を「10」に、
100BASE-TXの場合は「100」に設定してください。

10 通信モードを設定します。対向装置がハブの場合、
DUPLEX切り換えスイッチの左側をHalf（半二重）に設
定してください。

通常、対向装置がスイッチの場合、通信速度向上のため
にFull（全二重）に設定します（対向装置のスイッチを全
二重に設定してください。一般的にスイッチと呼ばれる
装置は全二重をサポートしていますが、対向装置となる
スイッチのマニュアルでご確認ください）。

11「CASCADEスイッチ」を設定します。詳細は、「カスケー
ド接続」をご参照ください。手順「12」に進んでくださ
い。

●10/100BASE-TX（PORT2）

12 PORT1と同様にして（手順7）、UTPケーブルを接続し
てください

13 通信速度を設定します。対向装置が10BASE-Tの場合
は、SPEED 切り換えスイッチの右側を「10」に、
100BASE-TXの場合は「100」に設定してください。図
5をご参照ください。

14 通信モードを設定します。対向装置がハブの場合、
DUPLEX切り換えスイッチの右側をHalf（半二重）に設
定してください。

通常、対向装置がスイッチの場合、通信速度向上のため
にFull（全二重）に設定します（対向装置のスイッチを全
二重に設定してください。一般的にスイッチと呼ばれる
装置は全二重をサポートしていますが、対向装置となる
スイッチのマニュアルでご確認ください）。

15 PORT2 をカスケード接続する場合は、後述の「カス
ケード接続」をご参照ください。

16 FS702に電源ケーブルを接続し、FS702の電源をオン
にしてください（PWRが点灯します）。

17 前面パネルのLEDが正しく点灯していることを確認し
ます。BNCまたはAUI ポートが選択されている場合、
BNC/AUI、10（PORT1）が点灯します。

PORT1で10/100BASE-TXポートが選択されている
場合、UTP ケーブルの接続が正しく行われていれば
PORT1のLNKが点灯します。同様にPORT2のLNKが
点灯します。

100BASE-TXの場合該当ポートの100が、10BASE-T
の場合該当ポートの10が点灯します。

パケットの送受信が行われると、ACTおよび該当ポー
トのTXが点滅します。

18 ping、telnetなどを使用して、FS702を経由する通信が
うまくいくかどうか確認してください。

カスケード接続（100BASE-TX/10BASE-T）

スイッチやハブ同士を直接接続することを「カスケード接続
（多段接続）」と呼びます。ハブ（リピーター）同士のカスケー
ド接続には、接続可能な段数に制限がありますが、スイッ
チ同士ではカスケード接続できる数に理論上の制限があり
ません（実際にはスイッチのカスケード段数は、ネットワー
ク上で動作しているアプリケーションのタイムアウトなど
によって制限される場合があります）。

●PORT1

PORT1の10/100BASE-TXポートは、CASCADEスイッ
チを持っており、カスケード接続が容易です。

• = HUB（MDI）：PORT1を他のハブやスイッチとカスケー
ド接続するときのカスケードポート（MDI）として使用し
ます。

• X PC（MDI-X）：PORT1を通常のポート（MDI-X）、つまり
コンピュータと接続するときのポートとして使用します。

1 ストレートタイプのUTPケーブルを使用し、PORT1と
対向装置のUTPポート（MDI-X）を接続します。

2 CASCADEスイッチを「= HUB」に設定してください。

3 FS702と対向装置の両方のLNKが点灯していることを
確認してください。

●PORT2

PORT2 を使用してカスケード接続する場合、FS702 の
PORT2を対向装置のカスケードポートにストレートタイプ
のUTPケーブルで接続して、対向装置のカスケードポート
を「= HUB（To HUB）」または「MDI」に設定してください。
または、PORT2を対向装置の通常のポート（MDI-X）にクロ
スタイプのUTPケーブルで接続してください。
CASCADE

トラブルシューティング

「通信できない」とか「故障かな？」と思われる前に、以下の
ことを確認してください。

1　PWR LEDは点灯していますか？

PWR LEDが点灯していない場合は、電源ケーブルが正しく
接続されているか、電源ケーブルに断線がないか、電源コ
ンセントは正しいかなどを確認してください。

●100BASE-TX・10BASE-T

2　LNK LEDは点灯していますか？

LNK LEDは対向装置（接続先の機器）と正しく接続されてい
る場合に点灯します。LNK LEDは、FS702と対向装置の両
方に存在します。FS702と対向装置の両方のLNK LEDが
点灯していることを確認してください。どちらか一方しか
点灯していない、または両方とも点灯していない場合、以
下のことを確認してください。

• 対向装置に電源が入っているか確認してください。

• FS702の電源をいったんオフにし、再度電源をオンに
してみてください。FS702の電源がオンになったと
き、FS702はMEDIA セレクトスイッチ、SPEED、
D U P L E X 切り換えスイッチの設定を読み取り、
PORT1、PORT2の設定を有効にします。FS702の
電源がオンになっている状態で、これらのスイッチを
変更しても、即時にその設定が有効になりません。

• FS702のMEDIAセレクトスイッチは正しく設定され
ていますか？ PORT1で100BASE-TX/10BASE-Tを
使用するためには「100/10TX」に設定されていなけ
ればなりません。

• FS702と対向装置の通信速度は正しく設定されてい
ますか？ 対向装置が10BASE-Tの場合は該当ポート
のSPEED切り換えスイッチを「10」に、100BASE-
TXの場合は「100」に設定します。

• FS702と対向装置のUTPケーブルが正しく接続され
ているか確認してください。

• 正しいUTPケーブルを使用しており、さらにFS702
や対向装置のポートの設定が正しいか確認してくださ
い。CASCADEポートを使用してFS702と対向装置
をカスケード接続する場合、ストレートタイプのUTP
ケーブルを使用し、CASCADE ポートを「MDI（=
HUB）」に、対向機器のポートは「MDI-X（X PC、通常
のポート）」に設定します。

通常のポート（MDI-X）同士でカスケード接続しなけれ
ばならない場合、例えばFS702のPORT2と通常の
ポートしか持たない対向装置をカスケード接続しなけ
ればならない場合、クロスタイプのUTPケーブルを使
用しそれらのポート同士を接続します。

• FS702の対向装置がコンピュータ（LANアダプター）
の場合、ストレートタイプのUTPケーブルを使用し、
FS702のポートを「MDI-X（X PC、通常のポート）」に
設定します。

• FS702や対向装置の特定のポートが故障している可
能性もあります。FS702のPORT1とPORT2を入れ
換えてみる、または対向装置に接続されているUTP
ケーブルを別のポートに差し替えて、正常に動作する
か確認してください。

• UTPケーブルに問題はありませんか？ ケーブルの不
良は外観から判断しにくいため、他のケーブルに交換
して試験してみてください（UTPケーブルの断線はテ
スターなどで調べられますが、ケーブルの特性が悪い
場合などは判断できません）。

3　LNK LEDは点灯しているが ...

• FS702と対向装置の通信モードは正しく設定されて
いますか？ 次の表を参考にして、○印の組み合わせと
なるように、FS702のPORT1、PORT2および対向
装置のUTPポートを設定してください。対向装置の
UTPポートに関しては、対向装置のマニュアルを参照
してください。

表2　組み合わせ可能な通信モード

（トーポ自 RXT207SFMOCertneC ）

flahM01 lluFM01 flahM001 lluFM001

手相
トーポ

flahM01 ○○○○○ ΧΧΧΧΧ ΧΧΧΧΧ ΧΧΧΧΧ
lluFM01 ΧΧΧΧΧ ○○○○○ ΧΧΧΧΧ ΧΧΧΧΧ
flahM001 ΧΧΧΧΧ ΧΧΧΧΧ ○○○○○ ΧΧΧΧΧ
lluFM001 ΧΧΧΧΧ ΧΧΧΧΧ ΧΧΧΧΧ ○○○○○

noitaitogenotuA
)flaH/lluF/01/001( ○○○○○ ΧΧΧΧΧ ○○○○○ ΧΧΧΧΧ

mode.eps
特に、対向装置がオートネゴシエーションと全二重
モードをサポートしている機種のとき、FS702と対向
装置が全二重で通信するためには、対向装置の該当
ポートをオートネゴシエーションではなく全二重固定
に設定したうえで、FS702の該当ポートを全二重に設
定してください。

FS702はオートネゴシエーションをサポートしてい
ないので、対向装置がオートネゴシエーションに設定
されていると、対向装置のオートネゴシエーション機
能はポートを半二重モードに調整してしまい、FS702
が全二重に設定されている場合は、対向装置側でコリ
ジョンが多発する障害が発生します（後述の「用語説
明」の「全二重・半二重」を参照してください）。

• 正しいUTPケーブルを使用していますか？
100BASE-TXでは「カテゴリー5」、10BASE-Tで「カ
テゴリー3」以上のUTPケーブルを使用しなければな
りません。

• ケーブルの長さが制限を越えていないか確認してくだ
さい。2つのネットワーク機器の直接リンクを形成す
るUTPケーブルは最長100mと規定されています。

●AUIポート

イーサネットトランシーバー (AUI) 用コネクターの接続リ
ストを示します。

1
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※Shell

図 14　AUIコネクター

(1) CI Shield シールド
(2) CI+ 衝突検出 (+)
(3) DO+ 送信 データ(+)
(4) DI Shield シールド
(5) DI+ 受信データ(+)
(6) PWR RTN 電源リターン
(7) Not Used 未使用
(8) Shield シールド
(9) CI- 衝突検出(-)
(10) DO- 送信データ(-)
(11) DO Shield シールド
(12) DI- 受信データ(-)
(13) PWR+ 電源供給線(+12V)
(14) PWR Shield シールド
(15) Not Used 未使用
※ Shell (Protective GND)

●製品仕様

• サポート規格　
IEEE802.3 10BASE-T、IEEE802.3u 100BASE-TX、
IEEE802.3u Full Duplex

• 転送モード
ストア＆フォワード方式

• 電源部
定格入力電圧 : AC 100-240V
入力電圧範囲 : AC 90～255V
定格入力周波数 : 50/60Hz
最大入力電流 : 0.7A
平均消費電力 : 14W（最大17W）
平均発熱量 : 12kcal/h（最大15kcal/h）

• 環境条件
保管時温度 : -20～60℃
保管時湿度 : 95%以下（ただし、結露なきこと）
動作時温度 : 0～40℃
動作時湿度 : 80%以下（ただし、結露なきこと）

• 外形寸法（突起部含まず）
263(W) x 179(D) x 38(H) mm

• 重量
1.4Kg

• アドレスエントリー数
8000

• メモリ容量
4M byte

• 適用規格
安全規格 : UL1950　CSA C22.2 No.950
EMI : VCCI クラス A

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議
会（ＶＣＣＩ）の基準に基づくクラスA情報技術装置
です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を
引き起こすことがあります。この場合には使用者が
適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。

基礎知識と用語説明

●ハブ (リピーター) の働き

ハブは、次の２つの働きを持ちます。

• 一方のセグメントから受け取ったパケットをリフレッ
シュ (波形整形など) して他方のセグメントに伝えま
す。

• 一方のセグメントで発生したコリジョンを他方のセグ
メントに伝えます。

ハブで構成されたネットワーク (LAN) で、コリジョンが発
生するメカニズムについて考えてみましょう。パソコンA
がパソコンIにパケットを送ろうとしているとき、パソコン
Gでもパケット送信の要求が発生したとします。

パソコンAがパケットを送信すると、パケットはケーブル
Bを伝わり、ハブCに届き、ケーブルD、ハブE、ケーブル
Hを経由してパソコンIに届きます。ハブは全ポートに対し
てパケットを送信しますから、AのパケットはFを通りGに
も届きます。パケットの先頭がまだFの上にあるとき、Gが
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図 6　カスケード接続

●Class II リピーター・ハブ1台使用時の最大経路長の制限

ファーストイーサネットのリピーター・ハブには、2タイプ
（ClassI/ClassII）の定義があり、ローマ数字の「I」または
「II」を円の中央に描いたマークがリピーター・ハブに表記さ
れ、区別されています。

10Mbpsイーサネット同様、リピーター・ハブによるセグメ
ント接続には最大経路長による制限が存在します。
100BASE-TXを使用し、FS702（PORT1、2とも）と1台
のClassII リピーター・ハブをカスケード接続した場合、
ClassII リピーター・ハブの各ポートには最長100mまでの
UTPケーブルが接続可能であり、最大経路長は200m以内
となります。
C2RepHub-Casc1

MDI

UTP 100m

最
長
 2
00
mUTP 100m

図7

●Class II リピーター・ハブ2台使用時の最大経路長の制限

ClassII リピーター・ハブは、2台までのカスケード接続が
可能ですが、最大経路長は205m以内に制限されています。
リピーター・ハブとFS702、リピーター・ハブと端末（LAN
アダプター）の接続は最長100mのUTPケーブルが使用可
能です。リピーター・ハブ同士の接続には、最長5m以内の
UTPケーブルが使用可能です。
C2RepHub-Casc2
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図8

TERMINATORスイッチの設定

10BASE2では、ひと続きのシンワイヤーケーブル（セグメ
ント）の両端にTERMINATOR（終端抵抗器）を接続し、セグ
メントを終端しなければなりません。FS702のBNCポー
トはTERMINATORを内蔵しており、FS702がセグメント
の端に接続される場合は、TERMINATORスイッチをONに
することによって、外付けのTERMINATORとT字バルブ
が不要となります。

• ON（右）：FS702をシンワイヤーケーブルの端に設置する
場合は、TERMINATORスイッチを「ON」に設定し、シ
ンワイヤーケーブルのBNCコネクターをFS702のBNC
ポートに直接接続します。

• OFF（左）：FS702をシンワイヤーケーブルの途中に設置
する場合は、T字バルブの両端にシンワイヤーケーブル
を接続し、TERMINATORスイッチを「OFF」に設定して、
T字バルブをFS702のBNCポートに接続してください。
このとき、2本のシンワイヤーケーブルの両端はそれぞ
れ50ΩのBNC用ターミネーター（TERMINATOR）で終
端しておかなければなりません。

BNC.NotEnd

BNC T型バルブ�BNCコネクタ�
（オス）�

BNCコネクタ�
（オス）�

図9（a）　TERMINATORスイッチをOFFに
BNC.End

BNCコネクタ�
（オス）�

図9（b）　TERMINATORスイッチをONに

• リピーター（ハブ）の数が制限を越えていないか確認し
てください。
ファーストイーサネット（100M b p s ）の場合、
ClassII のリピーターは、1つのコリジョンドメイン内
で2台までをカスケード接続することができます。そ
の場合、リピーター間のケーブルの長さは5m以内と
してください。ClassI のリピーターはカスケード接続
することができません。
イーサネット（10Mbps）の場合、カスケードできるリ
ピーター（ハブ）の台数は、最大4台までとされていま
す。

• UTPケーブルに問題はありませんか？ ケーブルの不
良は外観から判断しにくいため、他のケーブルに交換
して試験してみてください（UTPケーブルの断線はテ
スターなどで調べられますが、ケーブルの特性が悪い
場合などは判断できません）。

●10BASE2

• シンワイヤーケーブルの片方または両方にターミネー
ターが接続されていない場合、コリジョンが継続し通
信できません（COL LEDの点灯が継続します）。シン
ワイヤーケーブルの両端にBNC用ターミネータが正
しく接続されているかどうか、また、両端のターミ
ネータ以外に余計なターミネータが接続されていない
かどうか確認してください。前述の「TERMINATOR
スイッチの設定」をご参照ください。

仕様

●10/100BASE-TXポート

FS702の10/100BASE-TXポートは、RJ-45モジュラー
ジャックと呼ばれるコネクターが使用されており、次のよ
うな接続になっています。
10BASE-Tｺﾈｸﾀ

12345678

図10　RJ-45モジュラージャック

表3　信号線名

号番ンピ （号信 X-IDM ）トーポ

1 ）＋（ターデ信受

2 ）ー（ターデ信受

3 ）＋（ターデ信送

4 用使未

5 用使未

6 ）ー（ターデ信送

7 用使未

8 用使未

●UTPケーブルの結線

10BASE-Tでは、カテゴリ3以上の2対4芯UTPケーブル
（シールドなしツイストペアケーブル）を、100BASE-TXで
は、カテゴリ5の2対4芯UTPケーブルを使用します。

UTPケーブルにはストレートタイプとクロスタイプがあり
ます。一般的に、ストレートタイプはリピータやスイッチ
（MDI-Xポート）とコンピュータなどの端末（MDIポート）を
接続する場合に、クロスタイプはリピータやスイッチ同士
（MDI-X ポート同士）を接続する場合に使用します。スト
レートタイプの結線、クロスタイプの結線は下記のとおり
です。
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図12　ストレートタイプの結線
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図13　クロスタイプの結線

●UTPケーブルのカテゴリー

イーサネットで使用するケーブルに関する特性仕様（信号に
対する減衰量、インピーダンスなど）は、IEEE802.3で詳細
に規定されています。特にツイストペアケーブルに関して
は、TIA/EIA-568-Aで規定されたカテゴリーが参照されて
います。

カテゴリーは、次の表が示すように、1～5に分けられてい
て、カテゴリーの数値が高いほど高い周波数の伝送（高速な
通信）に対応します。つまり、カテゴリーはケーブルの品質
を示す目安を定義したものです。

上位カテゴリーは下位カテゴリーを包含しますので、カテ
ゴリー5のUTPケーブルを用意しておけば、10BASE-T、
100BASE-TX、ISDNなどに共通でご利用になることがで
きます。

送信を始めると、AのパケットがGに届いた時点でGはコ
リジョンが発生したことを知ります (100BASE-TX/
10BASE-Tでは、送信と受信が同時に発生した状態をコリ
ジョンとみなします。 後述の「全二重・半二重」をご覧くだ
さい)。

Gはコリジョンが発生したことを知ってもすぐには送信を
やめません。GのパケットはEに届き、Eはコリジョンが発
生したことを知ります。EはDを経由してジャム信号をCに
送ります。ジャム信号がCに届いた時点でCはコリジョン
が発生したことを知ります。CはBを経由してジャム信号
をAに送ります。ジャム信号がAに届いたとき、Aは初め
てネットワーク上でコリジョンが発生したことを知ります
(パケットを再送しなければならないことを知ります)。
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図 15　コリジョンのメカニズム

●コリジョンドメイン

前述のメカニズムによってコリジョンはネットワークを伝
わりますが、コリジョンがつたわるネットワークの範囲の
ことをコリジョンドメインといいます。すなわち、コリジョ
ンドメインは、ハブ (リピーター) のコリジョンを伝える働
きに起因する範囲であるといえます。

●スイッチ (やブリッジ) のコリジョンドメインを分割する
働き

スイッチ (やブリッジ) は、受信したパケットをいったん内
部のバッファに取り込み、必要であれば他の (もう一方の)
のポートへのフォワードを行う装置ですが、「バッファに取
り込む」ことによって利点が生まれます。

例えば、前述のハブCの代わりにスイッチを使用し、ハブ
のときと同様の通信が行われたとします。パソコンAはB
を経由してパケットをスイッチCに送ります。Cはパケッ
トをいったんバッファリングし、パケットをDにフォワー
ドします。このとき、Gがパケットを送信してしまうとコリ
ジョンが発生し、コリジョンはE、Dを経由してCに届きま
す。コリジョンが発生したことを知ったCは、バッファリ
ングしているパケットをDに向かって再送すればよいので、
コリジョンが発生したことをAに知らせる必要はありませ
ん。すなわち、スイッチ (やブリッジ) はコリジョンドメイ
ンを分割する働きをもちます。
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図16　コリジョンドメイン

●スイッチ (やブリッジ) の学習アルゴリズム

スイッチ (やブリッジ) は、受信したパケットをいったん内
部のバッファに取り込み、パケットヘッダに含まれる送信
先アドレスを参照することによって、必要であれば他の (も
う一方の) のポートへのフォワードを行う装置です。

スイッチ (やブリッジ) は、MACアドレス (送信先アドレ
ス) を記録しておくためのデーターベースをもっており、コ
リジョンドメイン上に存在する機器の相対的な位置、すな
わちLANポートのどちら側にどの機器が接続されているか
を自動的に記録していきます。スイッチ (やブリッジ) は、
このデーターベースを参照することによって、フォワード
またはフィルタリング (フォワードしない) を決定します。

スイッチに電源を投入した直後、データーベースの内容は
「空」となっていますが、学習が進むにしたがって、的確な
フォワーディングやフィルタリングが行えるようになり、
次第にネットワークの使用効率を高めて行きます。

(1) 受信パケットがブロードキャストパケットである場合
は、とにかくフォワードします。

(2) 受信パケットがブロードキャストパケットでない場合、
送信先アドレスがデーターベースに記録されているか否

かを検索します。

(3)「データーベース
に記録されていない送
信先アドレスを持つパ
ケット」は、フォワー
ドの要／不要が判断で
きないのでフォワード
します。

(4)「データーベース
に記録されている送信
先アドレスを持つパ
ケット」は、「記録され
ているポート」と「パ

ケットの受信ポート」が等しければ、同一のコリジョン
ドメインに存在する機器同士の通信と判断しフォワード
しません。「記録されているポート」と「パケットの受信
ポート」が異なっていれば、コリジョンドメイン間の通
信と判断しフォワードします。

(5) 受信パケットの送り元アドレスと受信ポートの対応を
データーベースに記録します（たいていの場合、「(3)の
送信先アドレスをMACアドレスとして持つ機器」は、受
信したパケットに対して、その機器が返信したときに記
録されます）。

(6) 一定時間パケットを送信しないホストの送り元アドレスはデーターベースから削除されます（これは「エージング機能」と呼ばれるものだが、FS702はガリレオチップを使用しており、ガリレオチップはエージング機能を実装していない。）。
●スイッチ (やブリッジ) の処理の特徴

スイッチ (やブリッジ) は、前述のアルゴリズムによって処
理を行うので、次の特徴を持つことに注意してください。

• 一定時間送信を行なわないホストの位置は記録から削除されます。
• ブリッジが起動した直後は、すべてのパケットをフォ
ワードします。

• 記録されていないアドレスへのパケットはフォワード
します。

• ブロードキャストパケットは必ずフォワードします。

以上のことを要約すると、スイッチ (やブリッジ) ではパ
ケットを完全に分離できないことを意味します。パケット
をより完全に分離（中継）するためには、ルータを使用しな
ければなりません（ルータではブロードキャストパケットで
さえも無駄にフォワードされません）。

例えば、非常に大規模なネットワークをスイッチ (やブリッ
ジ) で構成したりすると、ブロードキャストパケットや学習
されていないパケットはネットワーク全体にフォワードさ
れることになり、これらの無駄にフォワードされるパケッ
トの量は無視できないものとなります。特に、64Kbpsのよ
うな遅い回線で結ばれている箇所が存在する場合、無駄に
フォワードされるパケットによって64Kbpsのかなりの帯
域が占有されてしまい、深刻な問題となります。

しかしながら、スイッチ (やブリッジ) は複雑な設定も不要
であり、適切な箇所に接続するだけでそれなりのトラ
フィックの緩和効果が得られるというメリットがあります。

●ブロードキャスト (Broadcast)

ローカルネットワーク上の全てのホストを通信の対象にす
ること。宛先のMACアドレスが「FF FF FF FF FF FF」で
あるものはブロードキャストのパケットとなります。

●ブロードキャストドメイン

ブロードキャストが伝わるネットワークの範囲のことをい
います。したがって、ハブ、リピーター、ブリッジ、スイッ
チで構成された部分は同一のブロードキャストドメインと
なります。

●全二重・半二重

10BASE-T、100BASE-TX、100BASE-FXは、送信は送
信線 (TX)、受信は受信線 (RX) によって行いますが、次の
２つの通信方式があります。ハブやスイッチのカスケード
接続やデーター端末の接続において、互いに接続する通信
器機は全二重同士または半二重同士でなければなりません
(半二重の通信器機と全二重の通信器機を相互接続してしま
うと、半二重の機器側でコリジョンが多発するなどの通信
障害が発生します)。

• 全二重
受信と送信を同時に行うことができる通信方式です。ス
イッチやコンピューターのLANアダプタは全二重・半二
重の両方をサポートしていますが (全二重または半二重に
するには、切り替えが必要です)、ハブは半二重動作だけ
が可能です。全二重で動作させると、送信している間に
受信し (コリジョンとして扱われません)、受信している
間に送信できるので、みかけ上通信帯域が２倍 (すなわ
ち、10BASE-Tは20Mbpsに、100BASE-TX/FXは
200Mbpsに) に広がります。

• 半二重
受信と送信が同時にできない通信方式です (ハブは半二重
です)。パケットの受信中には送信は行いません。逆に、
パケットの送信中に受信を受けてしまった場合は、コリ
ジョンの発生として取り扱われます (コリジョンはネット
ワーク上のエラーであり、パケットの再送が発生しま
す)。

表4　UTPケーブルのカテゴリー

ーリゴテカ 別種ルブーケ 性特流交 様仕 トスイツ .tf/ T-ESAB01 XT-ESAB001

1
しなルドーシ
しなトスイツ

A/N TTICC しな 可不 可不

2 PTU 001 ±Ω 0Ω
232SR
5ESAB1
SDP,T&TA

しな 可不 可不

3 の常通 PTU 001 ±Ω 5Ω
NDSIT&TA,1T
T-ESAB01
3epyTMBI

3～5 可 可不

4 張拡 PTU 001 ±Ω 03 Ω
AIT,AIE
T-ESAB01
AMEN

5～8 可 可不

5 PTU 001 ±Ω 03 Ω
AIT,AIE
T-ESAB01
T-ESAB001

8～ 01 可 可
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